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専
修
大
学
は
、
世
界
１６
カ

国
・
地
域
２０
大
学
と
国
際
交

流
協
定
を
結
び
、
活
発
な
教

育
・
研
究
交
流
を
行
っ
て
い

る
。夏

と
春
の
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
中
期
・
長
期
交
換
・

セ
メ
ス
タ
ー
交
換
留
学
制
度

に
よ
り
、
期
間
、
留
学
先
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
が
さ
ま
ざ
ま

な
海
外
留
学
が
可
能
だ
。
そ

の
た
め
の
留
学
支
援
講
座
も

き
め
細
か
く
展
開
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
海

外
か
ら
多
く
の
留
学
生
が
学

ん
で
い
る
。
学
部
や
大
学
院

に
所
属
す
る
留
学
生
の
ほ

か
、
海
外
の
協
定
校
か
ら
の

交
換
留
学
生
、
日
本
語
や
日

本
文
化
を
学
ぶ
短
期
留
学
生

が
お
り
、
海
外
の
学
生
と
交

流
す
る
機
会
が
あ
る
。

「
自
分
の
能
力
が
た
め
さ
れ
た

２
年
間
で
し
た
。
こ
の
体
験
を
糧

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
」

昨
年
秋
、
青
年
海
外
協
力
隊
員

と
し
て
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
年

滞
在
し
た
ア
フ
リ
カ
東
部
の
ウ
ガ

ン
ダ
か
ら
帰
国
。
同
国
で
は
、
コ

メ
の
生
産
性
向
上
を
め
ざ
し
て

奮
闘
し
た
。
専
門

家
の
指
導
の
下
、

乾
燥
に
強
い
陸

稲
、
ネ
リ
カ
米
の

普
及
や
水
田
作
り

を
指
導
し
た
。

ナ
イ
ル
川
の
源

流
で
あ
る
ビ
ク
ト

リ
ア
湖
を
擁
し
、

マ
ウ
ン
テ
ン
ゴ
リ

ラ
の
生
息
地
、
ル

ウ
ェ
ン
ゾ
リ
山
な

ど
が
あ
る
緑
豊
か

な
同
国
は
「
ア
フ

リ
カ
の
真
珠
」
と

呼
ば
れ
た
。
コ
ー

ヒ
ー
、砂
糖
、茶
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

イ
モ
、
豆
な
ど
食

糧
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
コ
メ
の

消
費
量
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

人
々
は
優
し
く
、
も

て
な
し
上
手
。
街
を
歩

け
ば
知
ら
な
い
子
ど
も

も
大
人
も
声
を
か
け
て

く
れ
る
。
家
族
を
大
切

に
し
、
困
っ
た
ら
助
け

合
う
文
化
が
根
付
い
て

い
る
。

岐
阜
県
不
破
郡
垂
井

町
出
身
。
発
展
途
上
国

に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
小
さ
い
こ
ろ
に
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
伝
記

を
読
ん
で
か
ら
。
イ
ン

ド
貧
困
地
帯
に
住
み
、

苦
し
む
人
、
見
捨
て
ら

れ
て
い
る
人
の
た
め

に
、
献
身
的
に
奉
仕
し

た
「
テ
レ
サ
の
よ
う
な

活
動
を
し
た
い
」
と
夢
に
描
い

た
。
大
学
は
「
国
際
」
と
冠
の
付

く
経
済
系
を
希
望
し
、
専
大
の
経

済
学
部
国
際
経
済
学
科
へ
。

鈴
木
直
次
ゼ
ミ
に
入
り
、
３
年

次
に
は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
た
イ
ン
ナ
ー
大
会
の
副
実
行
委

員
長
を
務
め
た
。
狐
崎
知
己
教
授

の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」
で
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
。
「
現
場

に
足
を
運
ぶ
」
対
面
重
視
の
精
神

は
、
大
学
時
代
に
身
に
つ
い
た
。

在
学
中
の
２
年
間
は
、
新
聞
奨

学
生
と
し
て
新
聞
配
達
を
し
な
が

ら
学
ん
だ
。
家
庭
の
事
情
で
一
時

休
学
し
た
も
の
の
５
年
間
で
卒

業
。
卒
業
後
は
市
場
調
査
会
社
に

４
年
間
勤
務
後
、
念
願
の
青
年
海

外
協
力
隊
員
に
。

「
発
展
途
上
国
の
現
状
を
〝
草

の
根
〟
か
ら
み
つ
め
る
人
間
で
あ

り
続
け
た
い
」

４
月
か
ら
は
神
戸
大
学
大
学
院

国
際
協
力
研
究
科
に
進
学
。
国
際

援
助
や
調
査
の
研
究
に
励
む
。

専
修
大
学
は
リ
ヨ
ン
政
治

学
院
（S

c
i
e
n
c
e
s

P
o

L
y
o
n

）と
昨
年
１２
月
、
国
際

交
流
協
定
を
締
結
し
た
。
本

学
は
１
９
９
７
年
以
来
、
リ

ュ
ミ
エ
ー
ル
・
リ
ヨ
ン
第
２

大
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
た

が
、
同
大
学
の
組
織
、
改
編

で
、
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
と
協

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
交

流
内
容
は
以
下
の
通
り
。

▽
教
職
員
・
研
究
員
の
交
流

の
促
進

▽
学
生
交
流
の
促
進

▽
学
術
文
献
及
び
学
術
情
報

の
交
換
の
促
進

▽
右
記
協
定
内
容
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
そ
の
他
学
術
活

動
の
促
進

な
お
、
中
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム（
フ
ラ
ン
ス
語
コ
ー
ス
）

に
つ
い
て
は
、
リ
ュ
ミ
エ
ー

ル
・
リ
ヨ
ン
第
２
大
学
Ｃ
Ｉ

Ｅ
Ｆ
（
大
学
付
属
国
際
フ
ラ

ン
ス
語
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を

研
修
校
と
し
、
引
き
続
き
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

リ
ヨ
ン
政
治
学
院

１
９
４
８
年
創
立
。
リ
ュ
ミ

エ
ー
ル
・
リ
ヨ
ン
第
２
大
学
と

提
携
関
係
に
あ
る
公
的
教
育
機

関
。
政
治
学
の
み
な
ら
ず
社
会

科
学
全
般
に
関
す
る
グ
ラ
ン
ゼ

コ
ー
ル
（
公
立
私
立
の
教
育
機

関
で
、
工
学
系
大
学
、
経
営
学

系
大
学
、
高
等
師
範
学
校
、
政

治
学
院
、
獣
医
大
学
ほ
か
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
専
門
的
分
野
の

大
学
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
独
自

の
制
度
）
で
あ
る
。

学
生
は
約
１
６
５
０
人
、
教

職
員
は
約
３
５
０
人
（
教
員
約

３
１
０
人
、
職
員
約
４０
人
）
。

国
内
外
の
機
関
と
政
治
学
、
メ

デ
ィ
ア
、
比
較
文
化
分
野
な
ど

で
共
同
研
究
を
行
い
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
多
く
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
上
げ
て
い

る
。
国
際
交
流
に
関
し
て
は
、

約
６０
カ
国
１
６
０
機
関
と
提
携

し
、
留
学
派
遣
者
数
の
増
加
を

促
進
し
て
い
る
。
５
年
制
の
修

士
課
程
で
は
、
公
的
機
関
や
民

間
企
業
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
た
め
の
基
礎
お
よ
び
高
度

な
専
門
知
識
を
学
ぶ
。

本
学
は
Ｉ
Ｔ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
、「
２１
世

紀
の
新
し
い
外
国
語
学
習

環
境
」を
提
供
し
て
い
る
。

「
Ｌ
Ｌ
」
と
は
、L

a
n
g
u
a
g
e

L
a
b
o
r
a
t
o
r
y

の
略
語
で
、
本
学

Ｌ
Ｌ
教
室
で
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
、
ビ

デ
オ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
機
器

を
使
っ
た
、
実
践
的
な
外
国
語
教
育

科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
外
国
語
教
育
研
究
会
」
を
随
時
開

催
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
に
乗
ら

な
い
映
画
の
上
映
や
言
語
に
ま
つ
わ

る
講
演
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
で
は
毎
号
、

語
学
担
当
教
員
の
コ
ラ
ム
を
紹
介
。

言
語
に
ま
つ
わ
る
体
験

談
や
外
国
語
学
習
の
ヒ

ン
ト
を
、
肩
の
凝
ら
な

い
エ
ッ
セ
ー
と
し
て
掲
載
し
て
い
る

（
コ
ラ
ム
全
文
は
、
Ｌ
Ｌ
研
究
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
）。

外国語のススメも３５回目（ＨＰ掲

載）を数えます。これまでにご執筆

いただいた諸先生方の記事を拝見す

ると、その多彩な内容に、あらため

て外国語を学ぶ奥深さに思いいたっ

た次第です。学習のためのさまざま

なヒントも数多いようですので、ぜ

ひぜひＬＬ研究室のＨＰから、過去

の記事をのぞいてみてください。絶

対に損はしないでしょう！

さて、今回は「外国語教育研究会」

のオススメです。外国語教員のみを

対象とするのではなく、より広く学

生の皆さんや、あるいは一般の方々

をも対象として、外国語の背景とな

る文化・社会・歴史等々への関心を呼

び起こすような内容の講演、シンポ

ジウムや映画上映などを開催してい

ます。

昨年はイギ

リスの俳優さ

んによる「英

語は声から」

という講演と

ワークショッ

プ。同じくイ

ギリスの作家

デイヴィッド

・ピース氏の

小説『東京三部作』をめぐる「越境

する言葉、幻の東京」は、作家本人

による英語の朗読と、執筆や翻訳を

めぐる質疑応答。上映会ではスペイ

ン語と中南米の社会を扱った『忘却

Oblivion』と、フランス語と植民

地支配を扱った『アフリカ、お前をむ

しりとる』は、どちらも上映後の意見

交換が盛り上がりました。問題意識

の高いドキュメント映像は、娯楽中

心の一般上映では見る機会が限られ

ています。今年もさまざまな興味深

い企画が無料で（！）行われます。

チャレンジ精神の旺盛な学生の皆さ

んも、どうかお出かけ下さい。世界

は広いぞ！

※全文はＬＬ研究室ホームページで。

２
０
１
３
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
第
１
期
）

の
派
遣
留
学
生
に
次
の
５
人

が
決
ま
っ
た
。
氏
名
と
留
学

先
は
次
の
通
り
∥
敬
称
略
。

●
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大

学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
ド
イ
ツ
）
▽
塩
野
優
（
経

済
３
）
▽
青
島
幸
輝（
法
２
）

●
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
（
フ
ラ

ン
ス
）
▽
志
村
亜
理
沙
（
法

３
）
▽
山
澤
啓
司
（
二
部
法

２
）

●
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
▽
犬
童
雄

亮
（
文
３
）

冬
期
日
本
語
・
日
本
事

情
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
中

本
学
の
国
際
交
流
協
定
校

の
ほ
か
留
学
生
が
、
日
本
語

や
日
本
文
化
を
幅
広
く
学
ぶ

冬
期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
１
月
１１
日
か
ら

始
ま
っ
た
。

仏
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
な
ど

６
大
学
か
ら
１９
人
が
参
加
。

日
本
語
学
習
の
ほ
か
、
川
崎

市
内
の
小
学
校
の
訪
問
、
三

鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
見

学
、
歌
舞
伎
鑑
賞
、
ひ
な
祭

り
パ
ー
テ
ィ
ー
や
折
り
紙
教

室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
し
て
日
本
へ
の

理
解
を
深
め
る
（
２
月
２８
日

ま
で
）。

仏
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
と

新
た
に
国
際
交
流
協
定

受
験
生
特

集
４
～
８
面

充
実
し
た
外
国
語
学
習
環
境
を
提
供

既
協
定
校
の
組
織
改
編
で

国
際
交
流
―
―
―
―

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
活
発

Ｌ
Ｌ
教
室
・
映
画
上
映
・
講
演
会
な
ど
多
彩
に

▼ 『アフリカ、お前

をむしりとる』

のポスター

▲ キャンパスの国際交流は活発＝１２年

６月のボウリング大会

▲ リヨン政治学院

世
界
は
広
い
ぞ
！

外
国
語
教
育
研
究
会
・
上
映
会
参
加
の
オ
ス
ス
メ

多様な留学制度多様な留学制度

寺尾格 ＬＬ研究室長・経済学部教授

ドイツ語

ー●１７●ー

�草の根�の視点を忘れずに

ウ
ガ
ン
ダ
で
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
活
動
し
た

お

が
わ

と
も

こ

小
河

智
子
さ
ん

長
期
交
換
留
学
生（
第
１
期
）に
５
人

（
平
１８
経
済
）

▲ 歓迎会で

▶

左
か
ら
青
島
さ
ん
、
犬
童

さ
ん
、塩
野
さ
ん
、大
林
守

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
、

志
村
さ
ん
、
山
澤
さ
ん

（４）２０１３年（平成２５年）２月１５日＜受験生特集＞ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５０９号


